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事例 中学校理科（第１分野） 可茂地区（Ｋ中学校）

１ 単元について

対 象 学 年 中学校 第２学年

学習指導要領 第１分野の内容（３）ア

単 元 名 「電流 （全１２時間）」

単 元 目 標 ○電流や電流の利用に関する事物・現象に関心をもち、意欲的に観察、実

験を行ったり、それらの事象を日常生活と関連付けて考察しようとする

。 （ ）ことができる 自然事象への関心・意欲・態度

○電流や電流の利用に関する事物・現象の中に問題を見いだし、その解決

方法を考えて観察、実験などを行ったり、規則性を見いだしたりして問

。 （ ）題を解決することができる 科学的な思考

○電流や電流の利用に関する事物・現象についての観察、実験の基本操作

を習得するとともに、規則性を見いだしたり、自らの考え方を導き出し

たりして創意ある観察・実験報告書の作成や発表を行うことができる。

（ ）観察･実験の技能･表現

○電流や電流の利用に関する事物・現象についての観察や実験などを行い

基本的な概念や原理・法則を理解することができる。

（ ）自然事象について の知識・理解

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○観察、実験を充実させるための工夫

・課題に対する予想を立てさせる段階では、生活経験などとかかわらせ

て考えさせるように配慮し、その後の観察、実験の内容を日常生活と

遊離したものにならないように配慮する。

・できるだけ少人数による活動を保証することで、回路をつくったり電

流や電圧を測定したりするという具体な活動を行う時間を十分確保す

る。

・ＴＴを活用し、生徒の多様な活動を保証したり、きめ細かな指導を行

ったりできるようにする。

○実験結果の信頼性をより高めさせる工夫

・ひとつの実験結果だけできまりを導き出すのではなく、数種類の回路

を用いたり、複数グループの結果からも言えるかどうかを吟味するな

どして、事象の一般化を図るようにする。

・考察の際にはグラフ化することが多くなるが、方眼ノートや方眼紙な

どを使用させるなどして、作業を効率化させると同時にグラフの正確

さにも意識化を測る。

参 考 資 料
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２ 単元の評価規準

ア 自然事象への関 イ 科学的な思考 ウ 観察・実験の エ 自然事象につい

心･意欲･態度 技能・表現 ての知識・理解

内 電流や電流の利用に 電流や電流の利用に 電流や電流の利用に 電流や電流の利用に

容 関する事物・現象に 関する事物・現象の 関する事物・現象に 関する事物・現象に

のご 関心をもち、意欲的 中に問題を見いだ ついての観察、実験 ついての観察や実験

まと に観察、実験を行っ し、その解決方法を の基本操作を習得す などを行い、基本的

との たり、それらの事象 考えて観察、実験な るとともに、規則性 な概念や原理・法則

ま評 を日常生活と関連付 どを行ったり、規則 を見いだしたり、自 を理解し、知識を身

り価 けて考察したりしよ 性を見いだしたりし らの考え方を導き出 に付けている。

規 うとする。 て問題を解決する。 したりして創意ある

準 観察・実験報告書の

作成や発表を行う。

静電気の性質や電流 静電気の性質や静電 静電気の性質や静電 静電気の性質や静電

単 回路の規則性、磁界 気と電流の関係や簡 気と電流の関係を調 気と電流の関係、簡

元 や電流による熱や光 単な直列回路や並列 べる観察、実験や簡 単な直列回路や並列

の の発生などに関する 回路における電流や 単な直列回路や並列 回路における電流や

評 観察、実験を進んで 電圧の規則性、金属 回路における電流や 電圧の規則性、金属

価 行ったり、それらの 線の電気抵抗などを 電圧の規則性、金属 線の電気抵抗などの

規 事象を日常生活と関 調べる方法を考え、 線の電気抵抗の観 観察、実験を行い、

準 連付けて考察したり 観察、実験などを行 察 実験などを行い 静電気や電流につい、 、

しようとする。 い規則性を見いだ 基本操作を習得する ての基本的な概念や

す。 とともに、自らの考 原理・法則を理解

えを導き出した観察 し、知識を身に付け

・実験報告書を作成 ている。

したり発表したりす

る。

①私たちの生活の中 ①直列回路、並列回 ①電気用図記号や回 ①静電気を帯びた物

単 での電気の役割に 路を流れる電流に 路図を正しく書く 体同士にはたらく

位 ついて、進んで話 ついて、モデルな ことができる。 力について説明す

時 し合おうとする。 どを使って説明す ②電流計を正しく接 ることができる。

間 ②乾電池や導線を使 ることができる。 続し、回路の各点 ②回路を流れる電流

に った回路について ②直列回路、並列回 の電流を測定する 値と加わる電圧の

お 進んで調べようと 路の各地点にかか ことができる。 大きさをもとに、

け する。 る電圧について、 ③電圧計を正しく接 抵抗の求め方を理

る モデルなどを使っ 続し、回路の各区 解している。

具 て説明することが 間の電圧を測定す ③直列回路や並列回

体 できる。 ることができる。 路の各部分の抵抗

の ③回路の各点での電 ④抵抗に加わる電圧 の値と全体の抵抗

評 流や電圧を調べた の大きさを変化さ の値との関係につ

価 実験結果から、回 せながら回路を流 いて、説明するこ
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規 路を流れる電流と れる電流の強さを とができる。

準 電圧の関係を考察 測定し、正しく記

することができ 録することができ

る。 る。

３ 指導と評価の計画（全１２時間）

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○日常生活と ○ルミナリエや団地内の電飾な ＜ア－①＞ ○行動観察 ○地域の電飾にか

電気とのか どの様子を観察する。 ○私たちの生 ・生活と電気 かわる生徒のつ

かわりを交 活の中での とのかかわ ぶやきを拾い上

流すること 電気は、私たちの生活にど 電気の役割 りや、静電 げそこから生活

を通して、 のようなかかわりをもって について、 気に関する との密接さに目

身近な電気 いるだろうか。 進んで話し 体験などを を向けさせるよ

としての静 合おうとす つぶやきも うに配慮する。

電気の存在 ○兵庫県南部地震時の停電など る。 含めて意欲

に目を向け も参考にして、生活の中の電 的に語ろう ○話し合いの観点

ることがで 気の役割について話し合う。 としている 「静電気」を中

きる。 ○静電気による現象にかかわる か。 心に、次時への

教科書の資料や体験なども参 課題意識をもた

考にしながら、静電気による せる。

現象に視点を当て、経験を出

し合う。

電化製品としてだけではな

く、静電気としても電気は

身近に存在している。

２ ○静電気を帯 ○静電気を帯びたストローに紙 ＜エ－①＞ ○ノート ○定規や下敷きは

びた物質同 片が吸い付く事象を観察する ○静電気を帯 ・吸引、反発 材質によっては。

士にはたら びた物体同 と極との関 静電気が起きに

く力を調べ 静電気はどのような特徴を 士にはたら 係という静 くい物もあるの

る活動を通 もっているのだろうか。 く力につい 電気の特徴 で、予め準備し

して、静電 て説明でき が、乾電池 ておく。

気による電 ○定規や下敷きなどを使い、電 る。 による電流

流の特徴に 気をおびた物体同士にはたら と比較させ ○放電現象を提示

ついて理解 く力を調べる実験を行う。 ながら分か するために誘導

することが ○実験結果やラップに発生する りやすくま コイルを利用す

できる。 静電気に関する資料を参考に とめられて る場合は、生徒、

静電気をおびた物体同士には いるか。 への安全面の配

たらく力（吸引･反発）につい 慮を十分行う。

ての説明を聞く。
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○静電気で蛍光灯をともす実験

の写真などを参考に、静電気

による放電現象を観察する。

○静電気と放電、電流の流れに

ついての説明を聞く。

○懐中電灯の仕組みの図などを

参考にして、静電気による電

流と乾電池による電流のちが

いについて、説明を聞く。

静電気は磁石と同じように

同極は退け合い、異極は引

き合う特徴をもっている。

３ ○乾電池２個 ○つなぎ方の異なる豆電球の明 ＜ア－②＞ ○行動観察 ○２個の乾電池を

と豆電球２ るさの違いを観察する。 ○乾電池や導 ・時間の許す 分離させて使用

個を用いた 線を使った 限り様々な する場合は、短

回路の種類 電球を明るく光らせるつな 回路につい 回路を組み 絡回路にならな

と豆電球の ぎ方に共通することは何だ て進んで調 立てたり、 いように注意さ

明るさとの ろうか。 べようとす 豆電球の明 せる。

関係を調べ る。 るさの違い

る活動を通 ○乾電池２個を用いて２個の電 を見いだそ ○電池を直列や並

して、電流 球が光る回路を複数作成し、 うと詳しく 列にした回路が

回路は直列 明るく光るときの回路の共通 観察してい 出てくるが、そ

回路と並列 性を見いだす。 るか。 れぞれを場合分

回路に大別 ○明るく光る回路（直列回路） けし、電球の直

することが と、もう一方の回路（並列回 列、並列に視点

できること 路）の違いをまとめる。 を当てさせる。

を理解する ○確かめの問題を行い、直列回

ことができ 路や並列回路の電流の流れる

る。 道筋について理解を深める。

電流が２本に分かれ電球を

通る回路のときに明るくつ

、 。き これを直列回路という

４ ○回路記号や ○前時で各自が作った回路をノ ＜ウ－①＞ ○ノート ○回路図の作図の

回路図の描 ートを用いて交流する。 ○電気用図記 ・回路図の描 際には定規を使

き方のきま 号や回路図 き方のきま 用させる。

りを習得し 回路を分かりやすく表すに を正しく描 り(導線･隙

様々な回路 はどのようにすればよいの くことがで 間･交わり) ○電源装置の使用

を正しく回 だろうか。 きる。 にしたがっ については、使

路図に表す ・導線は直線 て回路図を 用前後のつまみ
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ことができ ○教科書の電気用図記号の資料 ・隙間無し 描くことが 位置や、片づけ

る。 を参考に、電気用図記号や回 ・交わりに点 できている 方も含めて指導

路図についての説明を聞く。 か。 する。

○前時の回路など、自作した回

路を回路図で表す。

○電源装置の使い方についての

説明を聞く。

○電源装置を用いて、実際に回

路に電流を流す（豆電球を用

いた回路など 。）

電気図用記号を使い、３ポ

イント(導線直線、隙間無

し、交わり点)を守って回

路を表すと分かりやすい。

５ ○回路各地点 ○並列回路の各地点での豆電球 ＜ウ－②＞ ○行動観察 ○電流計の－端子

・ での電流の の明るさの違いを観察する。 ○電流計を正 ・正しく回路 については、必

６ 大きさを調 しく接続し､ を作成し、 ず５Ａから使用

べる活動を 回路内各部の電流の強さに 回路の各点 電流計の－ するように徹底

通して、回 はどのような関係があるの の電流を測 端子の選択 する。

路が分かれ だろうか。 定すること や、目盛り

るところで ができる。 の読み方な

は電流も分 ○電流計の使い方および電流の どに気を付

かれて流れ 単位について知る。 けて、各地

ることに気 ○直列および並列回路の各部に 点の電流を ○電流のとらえ方

付くことが ついて電流の強さを測定する 正しく測定 としては水の流。

できる。 ○直列回路では各部の電流の強 することが れ以外にも例え

さが等しく、並列回路では枝 できている られるものはあ

分かれする事実から、水の流 ＜イ－①＞ か。 るので、多様な

れに例えて電流を理解する。 ○直列回路、 ○ノート 考え方を保証す

並列回路を ・電流を水の るようにする。

回路が分かれるときには電 流れる電流 流れ等に例

流も分かれるが、全体の量 について、 えながら実

は変わらない。 モデルなど 験結果と整

を使って説 合した図に

明すること 表すことが

ができる。 できたか。

７ ○回路の各区 ○電気について交流し、電流の ＜ウ－③＞ ○行動観察 ○電流計の－端子

・ 間での電圧 ほかに電圧というものがある ○電圧計を正 ・回路を正し については、必

８ の大きさを ことに気付く。 しく接続し, く作り、電 ず３００Ｖから

調べる活動 回路の各区 圧計の－端 使用するように

を通して、 回路の各部の電圧の大きさ 間の電圧を 子の選択や 徹底する。
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直列回路で にはどのような関係がある 測定するこ 目盛りの読

の全体の電 のだろうか。 とができる み方等に気 ○電流計と混同し

圧（電源電 を付けて各 て、直列つなぎ

圧）は各区 ○電圧計の使い方および電圧の 区間の電圧 にしないように

間の電圧の 単位について知る。 の大きさを 注意する。

総和である ○直列および並列回路の各部に 測定するこ

ことに気付 ついて電圧の大きさを測定す とができて

くことがで る。 ＜イ－②＞ いるか。

きる。 ○直列回路では各部の電圧の総 ○直列回路、 ○ノート ○水の落差という

和が電源電圧に等しく、並列 並列回路の ・電圧を水の 考え方は出にく

回路では電圧はどこも等しい 各地点にか 落差等に例 いので、電流の

事実から、滝の落差などに例 かる電圧に えながら実 考え方を示すな

えて電圧を理解する。 ついて、モ 験結果と整 どして導き出す

デルなどを 合した図に ようにする。

直列回路各部の電圧を全部 使って説明 表すことが

たすと全体の電圧になる。 することが できたか。

できる。

９ ○電流と電圧 ○電源装置を用いて回路にかけ ＜ウ－④＞ ○ノート ○電源装置の機器

・ の関係をグ る電圧を変化させると、電流 ○抵抗に加わ ・実験結果を ではなく、外付

10 ラフ化して の大きさも変化する様子を観 る電圧の大 グラフに正 けの電流計、電

調べる活動 察する。 きさを変化 確に記録し 圧計を使用させ

を通して、 させながら たり誤差を る。

両者の間に 電流と電圧の間にはどのよ 回路を流れ 含んだ直線

は比例の関 うな関係があるだろうか。 る電流の強 のグラフに ○方眼ノートを使

係があるこ さを測定し 表したりす 用していない生

とを見いだ ○電圧を変化させ、電流の強さ 正しく記録 ることがで 徒のために方眼

すことがで がどのように変化するかを測 をすること きたか。 紙を準備してお

きる。 定する。 ができる。 く。

○両者の関係をグラフ化し、そ ＜イ－③＞ ○ノート

の形から考察する。 ○回路の各点 ・電流、電圧 ○プロットが終わ

○どの班の結果からも両者の間 での電流や の概念を応 ったら、位置に

には比例の関係があることを 電圧を調べ 用し、抵抗 間違いがないか

見いだす。 た実験結果 を「流れに グループ内で確

○グラフの傾きを電気抵抗と言 から、回路 くさ」とい 認し合わせる。

い、三者の間にはＶ＝Ｒ×Ｉ を流れる電 う概念でと

の関係があることを理解する 流と電圧の らえ、記述 ○誤差を含むので。

関係を考察 することが 折れ線グラフに

電流と電圧との間には比例 することが できたか。 させないように

の関係がある。 できる。 指導する。

11 ○オームの法 ＜エ－②＞ ○ノート ○電卓を使用させ

則を活用し オームの法則を使って回路 ○回路を流れ ・オームの法 てもよい。

て、様々な の抵抗を求めよう。 る電流値と 則を活用し



- 7 -

回路内の電 加わる電圧 様々な場合 ○計算式で求めた

流、電圧、 ○抵抗の求め方や 電流 電圧 の大きさを の抵抗や、 数値が正しいこ、 、 、

抵抗の値を 抵抗の記号を用いてオームの もとに、抵 電流、電圧 とを実際の回路

他の２者の 法則を表す数式についての説 抗を求め方 の値を導き を用いて確かめ

値から算出 明を聞く。 を理解して 出すことが させたい。

することが ○オームの法則を用いて、抵抗 いる。 できたか。

できる。 の値を具体的に計算する。 ○抵抗の計算だけ

○物質の抵抗の表やプラグの構 でなく、電流や

造図などを参考にして導体、 電圧の算出も行

不導体についての説明を聞く わせる。。

電圧･電流･抵抗の３つの内

のいずれか２つが分かって

いれば、オームの法則に当

てはめて残りの１つを算出

できる。

12 ○複数個の抵 ○２本の電熱線を直列・並列に ＜エ－③＞ ○ノート ○実験時間を確保

抗を組み込 つなげたときの、全体の抵抗 ○直列回路や ・実験結果を するために、予

んだ回路の について話し合う。 並列回路の もとに、合 め数値が分かっ

抵抗値を調 各部分の抵 成抵抗の値 ている固定抵抗

べる活動を 抵抗をつなぐと抵抗の大き 抗の値と全 について直 を提示する。

通して、直 さはどうなるのだろうか。 体の抵抗の 列つなぎと ○できるだけ回路

列つなぎ、 値との関係 並列つなぎ を組み立て直さ

並列つなぎ ○抵抗値の大きさが分かってい について説 に場合分け なくてもよいよ

それぞれに る２本の電熱線を、直列また 明できる。 し、分かり うに、作業の仕

おける合成 は並列につなぎ、全体の抵抗 やすくまと 方を工夫させる

抵抗値のき 値を求める。 められてい ようにする。

まりについ ○グループの実験結果を一覧に るか。 ○並列つなぎの合

て見いだす した表（板書）を見ながら、 成抵抗値も数式

ことができ 直列、並列それぞれのつなぎ に表したいと願

る。 方における合成抵抗の大きさ う生徒がいる場

について考察する。 合は、発展的に

○合成抵抗の大きさについてま 扱う。

（ ）とめる。 逆数の和の逆数

２つの抵抗を直列つなぎに

したときの合成抵抗は和に

なり、並列つなぎにしたと

きは、小さい方の抵抗より

もさらに小さくなる。
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４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

・回路に加わる電圧を変化させたときの電流量の変化をグラフなどを用いて調べる活動を通し

て、両者の間には比例関係があることを見いだすことができる。

（２）本時の位置

９／１２時

（３）展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

導 ○電源装置を用いて回路にかける ○生徒を前に集め、基

入 電圧の大きさを変化させると、 本回路を組むところ

電流の大きさも変化する様子を から提示し、後の実

観察する。 験のシュミレーショ

・電圧といっしょに電流も変化 ンをさせる。

している。 ○指導形態的に挙手は

・電圧が高くなれば、電流も多 しにくいので、つぶ

く流れるみたいだ。 やきを拾い上げる。

電流と電圧との間にはどのような関係があるのだろうか。

展 ○回路(共通)を作り、回路の部分 ＜ウ－④＞

開 の電流および電圧を測定する。 ○抵抗に加わる電圧の大き ○配線を確認した後に

さを変化させながら回路 通電させる。

○実験結果をもとにグラフにプロ を流れる電流の強さを測 ○信頼できるデータを

ットし、その分布状況から、電 定し正しく記録をするこ とるために、計器の

流と電圧の関係について、自分 とができる。 見方を指導する。

の考えを書く。

・電圧が大きくなれば、電流も ＜イ－③＞ ○求める電流を得るた

大きくなる。 ○回路各点での電流や電圧 めの電圧を調べると

・一次関数になりそうだ。 を調べた実験結果から、 いう設定にすること

・比例と考えてもいいのではな 回路を流れる電流と電圧 で、グラフの縦軸を

いか。 の関係を考察することが 電圧に設定する。

できる。 ○グラフ化については

終 ○実験結果を交流し、本時に活用 誤差を加味すること

末 した回路では、両者の間に比例 を確認する。

の関係があることをまとめる。
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５ 評価の実際と個に応じた指導事例

（１）本時重点的に取り上げた評価規準

＜ウ－④＞

○抵抗に加わる電圧の大きさを変化させながら回路を流れる電流の強さを測定し、正しく記録

をすることができる。

（２）評価の実際

ここでは、ノートの記述内容による評価を行った。

実験結果を正確にプロットし 「原点を通る、誤差を含んだ直線のグラフ」に表し、グラフ上に、

位置しない測定値については、再度、実験を行いながら信頼性を確認していた姿を 「おおむね満、

足できる状況」にあると判断した。

さらに、他のグループの結果を参考に、どんな電熱線でも同様のグラフになることを見いだし、

一般化を図った姿を 「十分に満足できる状況」にあると判断した。、

（３）個に応じた指導の実際

○折れ線グラフを描いた生徒への指導

、 「 、 」実験結果を順に結んで折れ線グラフを描き 両者の関係を 電圧が増えれば 電流も増える

という相関関係でとらえていた姿については、実験誤差に対する意識が不十分であり、データ

の処理法が十分に定着していないととらえ 「努力を要する状況」にあると判断した。、

そこで、誤差の存在を言葉で再確認すると同時に、導線を別のものと交換して同一実験をす

、 、 。 、ると 結果に若干の差異が見られる現象を提示し その存在を実感させるようにした さらに

グラフ上にプロットされた各点について、その点を中心とした円を描き加え 「点ではなく、、

それぞれの円の一部を通ればよいと考えると、グラフはどうなるだろう」と発問することで、

直線のグラフになることに気付かせるようにした。

○原点を通らない直線のグラフを描いた生徒への指導

誤差への意識はあるが、できるだけ多くの点の付近を通るようにしたため、原点を通らない

グラフを描いていた姿については 「電圧が０の場合は電流も必然的に０になる」という見方、

ができておらず 実験で扱っている中身が十分イメージできていないためであるととらえ 努、 、「

力を要する状況」にあると判断した。

そこで、縦軸の切片に着目させ 「グラフのこの部分からどんなことが言えそうかな」と発、

問し 「電流を０Ａ流す、つまり電流が流れていない状態をつくるためには、ある程度の電圧、

が必要だということになってしまう」ことに気付かせることで、理論的に原点は必ず通らなけ

ればならないことを考えさせるようにした。


